
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災のない明るい吹田市を築きましょう 
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吹田市防火連合会                     吹田市公衆集合場防火協会 
  11月24日（水）防災講演会・交流会（東急イン）      12月 ８日（水）役員会（消防本部） 
                               １月20日（木）新年研修会（木曽路 江坂店） 
吹田市建設業防火協会                                      
  12月 ６日（月）幹事会（消防本部）           吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 
   1月14日（金）新年会（木曽路 江坂店）          12月 ９日（木）臨時総会（消防本部） 

 

 

平成２３年 年頭のご挨拶 

◆協 会 だ よ り◆ 

◆  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田市消防本部 

消防長 俊 多希憲 

吹田市防火連合会 

会長 市川 盛壽 

         平成23年（2011年）の新春を迎え、謹ん

で新年のお慶びを申し上げます。 

皆様方におかれましては、平素から本会

の事業運営につきまして、格別なご支援と

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

          さて、昨年の我が国の経済は、海外経済 

の回復に伴う輸出の増加やエコポイント、エコカー減税などの 

政策措置の効果によって一時的に改善の兆しが見られました 

が、依然として先行きの不透明感は、払拭されない状況が続い 

ております。 

 一方災害に目を転じて見ますと、海外ではハイチ、チリで大

地震が発生、アイスランドでは火山の大噴火、国内においては、

札幌市のグループホーム火災、梅雨期における大雨による被害、

記録的な猛暑による熱中症、山岳救助活動時のヘリコプター墜

落事故等が発生し、多くの尊い命が失われました。 

 本市におきましては、特筆する災害の発生はございませんが、

このように相次いで発生する自然災害や地域社会の情勢変化に

よる災害の複雑多様化など、消防を取り巻く環境は急流のごと

く変化しております。また、今後発生する確率の高い、東海地

震、南海地震、東南海地震などの大規模地震に対する備え、対

策も十分に整えておかなければならず、消防に対する期待も大

きいものがあります。 

吹田市では、防火防災はもとより、環境、教育、福祉まで、

市民の皆様に実感していただける健やかで、安心・安全なまち

づくりを目指しております。 

本会は、従前から防火、防災面での「安心安全」を築いてい

くため、会員事業所等の協力を得ながら、防火防災に関する講

習会の開催、各種行事に積極的に参加し協力してまいりました

が、今後も事業内容の充実を図り、地域の防災に役立つための

活動を展開していく所存でございます。 

最後になりましたが、市民の皆様をはじめ事業所、消防関係

者の方々のご健勝、ご多幸を祈念申し上げまして、年頭のご挨

拶とさせていただきます。 

 

         平成23年（2011年）の輝かしい新春

を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げ

ます。 

皆様方におかれましては、平素から本

市の消防行政全般にわたり深いご理解

とご協力をいただき、厚くお礼申し上げ 

ます。 

さて、昨年も地域住民の安全を脅かす自然災害などが相次

いで発生しました。とりわけ６月から７月にかけての梅雨時

には、全国各地で集中豪雨による被害が多発し、全国で多数

の死者や行方不明者の尊い命が失われるという甚大な被害が

発生しました。 

本市におきましては、幸いにもこのような大規模な災害は

発生しておりませんが、夏場には、連日の猛暑・酷暑により

市民の皆様にあっては、生命にかかわる厳しい気象状況が続

き、メディアにおいても熱中症を報道しない日はなく、救急

出動が前年比で３倍を超えたため、全国に先駆け一時的な避

難場所として、熱中症シェルターの開設を決定し、子供さん

から高齢の方までと幅広い年齢層が利用され、一定の成果を

見ることができました。また、市民の皆様からは、「よくやっ

た」とお褒めの言葉を多く頂き、高評価を頂いたものと感じ

ております。 

 一方、消防本部としましては、本年5月末日までにお願い

しております一般住宅への住宅用火災警報器の設置など、火

災予防対策の一層の推進、大規模災害等に対する防災体制の

整備、地域における救
・

急
・

救
・

命
・

体制の充実強化等を積極的に進

めていくとともに、常に、本市における火災原因のトップで

あります放火対策についても、地域の協力のもと、関係機関

とも連携しながら発生件数の抑制と被害の軽減を図り、「安心

安全の都市（まち）づくり」の実現に向け、全力を挙げて取

組む所存です。 

結びに、本年が皆様方とりまして平穏な一年でありますよ

う祈念いたしますとともに、今後とも消防行政に変わらぬご

理解とご協力を賜りますようお願い申し上げまして、新年の

ご挨拶とさせていただきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市川会長の挨拶 

◆吹田市防火連合会 交流会◆ 

 

◆児童防災講習会◆ 

平成 23年１月 18日(火)、吹田市江坂町１丁目の

吹田市立豊津第一幼稚園において、「児童防災講習

会」が行われ、４、５歳児 87名が地震発生時の対

応の大切さを学びました。 

講習会は、避難訓練、点呼、ビデオ視聴に続いて、

「ぼうさいダック」が実施されました。「ぼうさい

ダック」は、幼児から小学生低学年の児童向けの防

災教育カードゲームで、子供たちが実際に身体を動

かし声を出して遊びながら、防災や日常の危険から

身を守ることやあいさつ、マナーといった日常の習

慣について学ぶことができるゲームです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
ゲーム中の園児たち 街頭広報を行う建設業防火協会 

◆消防フェアー◆ 

 

◆火災予防街頭広報◆ 

吹田市建設業防火協会の橋本 浩会長以下会員

19名による火災予防街頭広報が平成 22年秋季火災

予防運動（11 月９日～11 月 15 日）期間中の平成

22 年 11 月 10 日（水）に吹田市元町の旭通商店街

で実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年 11 月８日（月）から 11 月 12 日（金）

まで、吹田市役所１階ホールにおいて、消防フェア

ーを開催しました。ＡＥＤや設置期限の迫る住宅用

火災警報器等の防災機器を展示し、設置促進の広報

を実施しました。 

 また、平成 22年度の防火作品の入選作等の展示も

行い、多くの市民の皆様がご覧になりました。 

平成 22年 11月

24 日（水）、吹田

市豊津町の新大

阪江坂東急イン

において、吹田市

防火連合会傘下

の公衆集合場、工

場危険物、建設業

の各防火協会と 

家庭防火クラブ連絡協議会の４団体等から 88 名が参加

して吹田市防火連合会交流会が盛大に開催されました。 

また、交流会に先立って、関西電力株式会社北摂営

業所所長室の門杉健一氏をお迎えして、「関西電力の防

災の取り組みについて」と題した防火連合会主催の防

災講演会が開催されました。 

 

 

講演会の様子 



  

                                                                                                  

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

   

 

平成２２年度の防火作品（防火図画、防火標語）を募集したところ、市内の幼稚園児、小学校児童、

中高校生徒、市民の皆さんから防火図画５６９点、防火標語１，１０１点の応募がありました。 

審査の結果、防火図画１３点（消防長賞１点、防火連合会賞１点、特選２点、入選３点、佳作５点、

防火連合会奨励賞１点）、防火標語２１点（消防長賞１点、防火連合会賞１点、特選３点、入選５点、

佳作１１点）が入賞しました。 

平 成 ２２ 年 度 防 火 作 品 
 

防  火  標  語  
〔吹田市消防長賞〕                           

あとはだめ いますぐやろう 火の始末       第六中学校１年   佐田 詩葉 

 

〔吹田市防火連合会長賞〕 

くつはく前 火のもとさがして へや一周      桃山台小学校４年  田中 英知 

 

〔特 選〕 

消火栓 上に車を 置かないで           津雲台小学校４年  石井 航斗 

火の用心 火事にならない 町づくり        佐竹台小学校３年  岸 菜々歩 

ストーブは ねるまえチェック エコと火事     佐井寺小学校４年  古澤  旭 

 

〔入 選〕 

あまくみないで火のことを ささいなことで大火災。 岸部第二小学校５年 正木 日和 

料理中 はなれちゃおなべが おこっちゃう     津雲台小学校４年  岸本 麻希 

火事はダメ みんなで守ろう 吹田市を       佐竹台小学校３年  日野  楓 

点けたら消す！ 自分で確認 忘れずに       佐井寺小学校４年  奥河 雄輝 

火のようじん おもちゃじゃないよ ライターは   南山田小学校４年  松原 ともみ 

 

〔佳 作〕 

わすれてた そのうっかりが 命とり        岸部第二小学校５年 砂田 優花 

お出かけは 元せん閉めて 「行ってきます」    吹田東小学校５年  近藤 綾香 

消えるまで ずっと見てなきゃ 火はこわい     吹田東小学校５年  鈴木 佑佳 

大火事は げんいん一つ ひがい百         片山小学校４年   中村 優里 

火は魔物 ささいなミスを ねらってる       山田東中学校１年  玉川 拓実 

すぐそばに 不気味に笑う 火のあくま       豊津第二小学校４年 渡邉 航平 

ぼくたちが 火遊びキンシと 呼びかける      藤白台小学校４年  松木 拓也 

火は狙う 報知器つけない あなたの家       豊津西中学校１年  苗村  将 

迷わずに 小さな火でも すぐ対応         桃山台小学校４年  枡見 彩萌 

危険だよ あなたが知らない 火の力        千里丘中学校１年  田野城 菜々 

火はこわい 火あそびしたら 火はおこる      千里第二小学校２年 三池 央都 

防   火   図   画 

青山台中学校２年 織井 大樹 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

東佐井寺小学校４年 鳥巣 捷斗 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

吹田東小学校５年 井上 真緒 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

【
吹
田
市
防
火
連
合
会
長
賞
】 

【
特 

選
】 

【
特 

選
】 

山田第三小学校４年 近藤 清実 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

北山田小学校２年 梶川 実紗 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

岸部第二小学校５年 橋本 真生 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

【
佳 

作
】 

【
佳 

作
】 

【
佳 

作
】 

古江台中学校２年 稲田  咲 

待 機 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

山田敬愛幼稚園 よでん ゆうたろう 千里新田小学校４年 滝林 由紀子

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

【
佳 

作
】 

【
佳 

作
】 

【
吹
田
市
防
火
連
合
会
奨
励
賞
】 

山田第五小学校４年 田中 舜太朗

東  太 樹 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

東佐井寺小学校４年 岡留  翔 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

千里丘中学校２年 大菅 聡子 

 東佐井寺小学校４年 東 太樹 

東 太樹 

【
入 

選
】 

 
 

【
入 

選
】 

【
入 

選
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平成２１年６月１５日に竣工した「医療ビルリーサイド豊

津」の紹介です。 

 阪急豊津駅から、片山の市民プール・図書館等の公共施設

群への道沿いで、スーパーマーケット『ライフ豊津店』の真

正面にある、㈱松山商店の自社ビルです。 

 外観はむしろ一般的な建物と言えますが、ただの医療ビル

ではありません。 

 バリアフリー医療ビルとして床の段差を無くす等、基本 

機能を満たした上で、敷地が府道より３ｍ低いことを利用して、歩道から段差なく出入りできるメインエント

ランスを２階に設け、府道から坂道を下った建物の西側に１階駐輪駐車場の出入口を設けることで、歩車完全

分離を図ると共に、ストレッチャーが入る１３人乗りエレベーターで各階を結んでいます。 

 歩道に面したショーケースには「さをり織」の作品が飾られ、 横の風除室には一般の方も２４時間使用可能な

ＡＥＤ、中に入るとそこは建物の２階です。 

空調が効いた共用部には、オストメイト対応多目的トイレ、 

ユニバーサルデザインの自動販売機に椅子まであって、休息  

の場所を提供しています。 

医療と集いのリーサイド豊津が、地域のお役に立つことが 

出来れば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所訪問 

医療ビル リーサイド豊津 

【テナント紹介】 

２階よしまさ内科クリニック、いさか整形外科、くる

み薬局豊津店。３階あかぎ耳鼻咽喉科、おかもと眼科、

４階２区画は医療テナント募集中。 

１階ミュージックスペースポポロ。２階占いの卑弥呼。

５階ＮＰＯ法人ゆうハウス。 

リーサイド豊津の全景 

設置されているＡＥＤ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆平成 22年秋の叙勲◆ 

 元吹田市消防職員の山﨑 学氏が長年勤務に精

励した功績により平成 22年 11月４日（木）に大阪

府公館で行われた大阪府叙勲伝達式で、大阪府知事

から瑞宝小綬章を伝達されました。 

 同氏は、11月 10日（水）東京都新宿区の日本青

年館大ホールにおいて行われた総務省消防庁長官

からの伝達式にも出席されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

     

 

元副団長の東野 昭代司氏 

 

◆第 14回危険業務従事者叙勲◆ 

 元吹田市消防職員の山下克利氏、福富修一郎氏が

著しく危険性の高い業務に精励した功績により平

成 22年 11月 5日（金）に大阪府知事から危険業務

従事者叙勲を伝達されました。 

 両氏は、11月 12日（金）に東京都千代田区の日

比谷公会堂において行われた総務省消防庁長官か

らの伝達式にも出席されました。 

 

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

講演会のようす 川﨑会長と俊消防長 

左から山下克利氏、福富修一郎氏 山﨑 学氏 

◆家庭防火クラブ表彰◆ 

平成 23年１月 26日（水）、大阪市中央区の大阪府

立男女共同参画・青少年センターで開催された大阪府

防火クラブ大会で、吹田市豊一家庭防火クラブの川

﨑しげの会長が家庭防火クラブ会長として長年火災

予防活動に貢献した功績で優良婦人防火クラブ員表

彰を受けました。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆防火講演会◆ 

平成 23年２月４日（金）、吹田市内本町の内本町コ

ミュニティーセンターにおいて、大阪市消防局西消防

署の石井孝義署長に講師をお願いし、「防火講演・・・

みんなで守ろう わが家・わが街」と題して、吹田市

防火講演会を開催しました。 

現職の消防署長の講演であり、身近な話題を取上げ

られたご講演を出席いただいた皆様が、熱心に受講さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆合同防災訓練◆ 

  平成23年1月16日(日)、吹田市と吹田市自治会連合協

議会は、全市民を対象とした防災訓練を行い、寒い中を早

朝から約15,000人の市民の方が訓練に参加しました。 

  吹田市では、例年9月に防災関係機関が参加した地域防

災総合訓練を実施していますが、地域での防災意識が高ま

る中、吹田市自治会連合協議会から「地域主体の防災訓練

を」という提案があり、昨年に引き続き、避難訓練や情報

収集伝達訓練に加えて、要援護者等の安否確認訓練などの

ほか、自主的な取り組みとして、炊き出し、消火器の取扱

いやＡＥＤを用いた救急講習などを行った連合自治会も

ありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホース延長・放水訓練 

 

 

 

◆自衛消防隊員一日体験入校◆ 

 平成22年11月18日（木）、大東市の大阪府立消防学

校において、吹田市防火連合会主催の自衛消防隊員一日

体験入校が行われ、12 事業所から 36 名の隊員の方が参

加しました。 

 参加隊員は、規律訓練、放水訓練、救急実技訓練、

煙中訓練等の基礎的な消防(教育)訓練を受け、技術の

習得及び防火意識の高揚が図られました。 

 

◆平成 23年 吹田市消防出初式◆ 

 
 

 吹田市消防出初式が、平成 23 年１月９日（日）の午前 10 時から吹田市内本町３丁目神崎川右岸河川敷で、消

防職員・消防団員・自衛消防隊・家庭防火クラブ・幼年消防クラブ・自主消火組織及び関係者 992 名が参加して

挙行されました。 

 当日は、少し雲のある空模様でしたが、多くの市民の方が来場されました。式典では、吹田市のイメージキャ

ラクター「すいたん」も参加しての分列行進や救助訓練のほか、赤、橙、黄、緑、青、紫のカラフルな一斉放水

に大きな歓声が上りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 列 行 進              救 助 訓 練            一 斉 放 水 

 
 
 

・消火器の不適切な点検の被害 

が多発しています。 

・トラブル防止のポイント 

・はっきりと点検を拒否する。 

  ・契約書にハンコを押さない。 

   ・所長、店長さんが知っていてもだめです。 

パート・アルバイトさんにも、説明しましょう。 

◆問い合わせ  南消防署（6317-0119） 北消防署（6872-0766） 西消防署（6384-0151） 東消防署（6876-9119） 

サイン、ハンコを

もらえば 

こちらのもの・・ 

注意！ あ な た の 事 業 所 が 狙 わ れ て い る 

 

 

住宅用火災警報器を設置しましたか？ 
・今お住まいの住宅は、平成23年5月31日 
までに設置が必要です。 

・設置場所 
 寝室及び階段に設置します。(台所もお勧めします) 

・購入等 
 右のＮＳマークの付いているものを選びましょう。 

・その他注意点 
  不適切な訪問販売にご注意ください。 

放
水
訓
練 

救
急
実
技
訓
練 

竹見台自治団体協議会の訓練 
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